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1. はじめに 
 
あらゆる産業で市場の競争が激しくなっており，

市場ニーズへの俊敏な対応していくために，アジ

ャイル開発に対する期待が米国のみならず，日本

でも 2010年に情報処理開発機構が「非ウォーター
フォール型開発に関する調査」を発表するなど，

高まってきている．アジャイル開発は変化する顧

客の要求に的確に応えるために，少人数のチーム

メンバーが顧客とのコラボレーションにより短時

間の間にプロダクトを作成していく方法で，ビジ

ネスの価値を重視した考え方が根底にある．アジ

ャイル開発を成功させるためには，アジャイル開

発チームによるコラボレーションをうまく実践す

るリーダーシップが不可欠である．そこでここで

は，アジャイル開発の特徴，アジャイル開発チー

ムの機能，アジャイル開発に要求されるリーダー

シップ，それを支えるサーバント・リーダーシッ

プについて記述する．アジャイル開発の方法論は

さまざまなものがあるが，代表的なスクラムに焦

点を当てている． 

 

2. アジャイル開発の特徴 
 

 アジャイル開発の方法論には，XP，スクラムな
どさまざまなものがあり，それぞれの方法論がプ

ラクティスと呼ばれる技法を持っている．2001年
には，代表的な方法論者が集まり，アジャイル・

アライアンスを組織し，アジャイル・マニフェス

トが発表された[1]．このマニフェストでは，「プロ
セスやツールよりも，個人と対話を」「包括的なド

キュメントよりも，動くソフトェアを」「契約交渉

よりも，顧客とのコラボレーションを」「計画に従

うことよりも，変化への対応を」の重要性が説か

れ，共通の理念となった．すなわちアジャイル開

発で大切なことは，人，人と人との交流とコラボ

レーション，適応力，動作するソフトウェア（価

値）である． 

ウォーターフォール型開発は，一般的に，まず

要求（スコープ）を固定させてリソースと期間を 

見積もるというやり方をして，要求事項定義，開

発，テストといった各フェーズを順番に完成させ

て，できるだけ手戻りを起こさないことを重視す

る方法である． 

アジャイル開発では，まずリソースと期日を固

定させたうえで，その前提条件の中で，どう作れ

ば一番価値の高いシステムが作れるかという考え

方をし，限られた資源の中で何から順番に作れば

いいのか，何を省けばいいのかという発想で実行

する．すなわち，プロジェクトの初期に，要求事

項全体のスコープは抑えるが，詳細まで完全に定

義するのは後回しにする．固定された期間（スプ

リントと呼ぶ）を繰り返し，毎スプリントで，動

くソフトウェアを作成する．この際に，ビジネス，

技術，リスクの視点から優先順位を決め，その順

位の高い要求から作り，直ちに顧客に見せて評価

していく．こうすることで，変化する要求を入れ

るタイミングを確保し，ビジネス価値重視のソフ

トウェア開発を行うなどのメリットがある． 

 アジャイル（スクラム）開発の流れは，まず，

顧客ニーズを優先順位付けした要求事項をプロダ

クト・バックログというリストを作成する．次に

チームの作業能力や容量をみてスプリント期間の

対象となるプロダクト・バックログを選別し，ス

トーリーと作業量を見積もり優先順位付けしたス

プリント・バックログを作る．そして，チームは

スプリント・バックログの優先順位の高いストー

リーからスプリント（反復）を開始し，要求事項

定義，開発，テストの作業をして動くソフトウェ

アを作り出し，評価して問題がなければ次のスト

ーリーに取り掛かる．小さなロットで追加的に要

求をつけたしていくイメージである． 

 

3. アジャイル開発チームの機能 
 

 アジャイル開発のプロジェクト・チームの構成

は，顧客の要求事項収集やプロダクト・バックロ

グの管理を行うプロダクト・オーナー，プロダク

トの機能を反復的に納品する責任を持ち，開発，

テスト，品質保証，文書化を自律的に実施するス

クラム・チーム，スクラム・チームがゴールを達

成することを支援することに責任を持つスクラ受付日： 2011年 1月 5日 
*アイネット（AINET Inc.） 



ム・マスターから構成される． 

スクラム・チームは次のような特性を持ってい

る． 

・共通の目標を一緒に協力して達成する 

・チームのビジョンや価値体系が明確である 

・チームのゴールは測定可能である 

・チーム全員が合意する 

・チームは自主運営される結果をコミットする 

・チームが意思決定をする 

・情報はオープンで「見える化」されている 

・チームは変更に対して柔軟である 

・振り返りにより継続改善がなされる 

・成果は定期的に評価される 

・顧客と緊密なコラボレーションがある 

・助け合いを促進する 

・お互いが学び合う 

 

4. アジャイル開発に必要なリーダーシップ 
 

スクラム・チームの特性を満たすリーダーシッ

プとして，リーダーは指示管理型ではなく支援型

でコラボレーションを促進できる次のようなリー

ダーシップ能力が要求される．  

・自分の感情を理解し，場面によって感情をコ 

ントロールし，他者の感情を共感的に理解し 

て対人関係をうまく処理するリーダーシップ 

の基盤である高い感情の知性（EQ）[2] 
・他人にオープンに耳を傾け，明確で的確なメ 

ッセージを読み取ったり，伝えたりするコミ 

ュニケーション力 

・メンバー一人ひとりの強み弱みを理解し，メ 

ンバー同士の相乗効果を引き出しながらチー 

ムの目標達成活動を支援・促進するファシリ 

テーション能力 

・意見の対立があることを歓迎し，お互いウイ 

ン－ウイン解決になるように導くコンフリク 

ト・マネジメント能力 

・個人やグループを奮い立たせ，導いていくビ 

ジョンと説得力 

・新しい考えや方法を受け入れ，変化に柔軟に 

対応する適応力 

・他者の能力を読み取り，フィードバックと指 

導によって他者が成長するよう育成する能力 

 ・チームが自主的に行動するチームワーク力 

 

5. サーバント・リーダーシップ 
 

アジャイル開発に必要なリーダーシップを支え

るものとして，元米国 AT&Tのロバート・グリー
ンリーフが提唱したサーバント・リーダーシップ

がある[3]．これはリーダーが明確な夢やビジョン
を持ち，それをメンバーと一緒に実現するために

は，まずは，メンバーのニーズを最優先して支援

し導くやり方で，従来の指示管理型リーダーシッ

プと対極のものである． 

前グリーンリーフ・センター代表のラリー・ス

ピアーズは，サーバント・リーダーシップ特性と

して，次のように 10個に分類している[4]． 
・「傾聴」：他者のニーズ・要望を聴く能力 

・「共感」：相手の立場･視点で相手を理解する能 

 力 

・「癒し」：自分や相手の精神面や感情面に注目 

し悲しみや悩みを癒す能力 

・「気づき」：自分自身や他者・環境を認識する 

能力 

・「説得」：強制的なやり方ではなく相手に行動 

すべき内容を納得させて行動を決定させる能 

力 

・「概念化」：夢や目指すゴールやビジョンの具 

体的なイメージをかく能力 

・「先見」：過去から学び，現実を見，未来への 

道筋を示す能力 

・「スチュワードシップ」：謙虚さと思いやりを 

持ち責任を持って高い成果を上げる能力 

・「人々の成長」：人々の成長を助ける能力 

・「コミュニティ作り」：よいコミュニティを作 

る能力 

 これらの特性をチーム全員が実践することによ 

り，アジャイル開発に必要なリーダーシップを発

揮することができ，アジャイル開発の成功に導く

ことができる． 

サーバント・リーダーシップ特性は生まれつき

備わったものではなく，各自自分の現状の特性を

自己評価し，向上すべき特性に対する学習と実践

により能力を向上することができる． 
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